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町
消
防
団
は
、
社
会
的
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
さ
ら
に
災
害
対
応
能
力
の

高
い
組
織
へ
の
体
制
構
築
の
た
め
、
令
和
２
年
３
月
に
山
辺
町
消
防
団
再
編
計

画
を
策
定
し
、
令
和
３
年
４
月
よ
り
、
新
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

再
編
に
よ
り
、５
つ
の
分
団
を
４
つ
の
分
団
に
、19
部
を
15
部
に
統
合
し
ま
す
。

分
団
名
と
管
轄
す
る
地
区
の
区
分
が
変
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

消
防
団
活
動
の
紹
介

　

消
防
団
員
は
、
火
災
時
に
消
火
活

動
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
水
害
時

に
は
、
避
難
誘
導
、
広
報
活
動
、
水

防
活
動
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
で
活
動
し
ま
す
。
令
和
２
年
７

月
豪
雨
時
に
は
、
多
く
の
消
防
団
員

が
出
動
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
活
動
し
ま
し
た
。

　

平
常
時
は
、
機
器
の
点
検
や
春
季

消
防
演
習
な
ど
の
訓
練
の
ほ
か
、
火

災
予
防
活
動
や
応
急
手
当
啓
発
活
動

な
ど
、
活
動
の
範
囲
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
消
防
団
員
も
活
躍
し

て
お
り
、
高
齢
者
や
幼
児
向
け
の
防

火
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

消
防
団
員
募
集

　

消
防
団
員
は
、
地
域
防
災
力
の
要

と
な
る
存
在
で
す
。
地
域
住
民
の
安

心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
。
女
性
消
防
団
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
団
資
格
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
（
学
生
も

入
団
可
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

待
遇
／
公
務
災
害
補
償
、
報
酬
・
手

当
、
退
職
報
償
金
、
被
服
貸
与
、
準

中
型
免
許
補
助
な
ど

入
団
方
法
／
お
近
く
の
消
防
団
員
ま

た
は
防
災
減
災
推
進
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽ 

管
轄
す
る
地
区
が
変
わ
り
ま
す

分団名 部 名 区 分

第１分団

１部 長嶋１～３、沢寺、田中、南町１～３、緑ケ丘２～６
２部 東町、東高楯、高楯１～２、西高楯、芦沢、弾正淵
３部 前ノ内、西町、北ノ宿、上野、上宿、上田小路
４部 大字三河尻地内

第２分団
１部 橋本、学校前、久保、南組、北組、鬼ノ目、蓮台寺、熊沢、宿、諏訪、

上道、荒宿、杉下
２部 西之表、天神
３部 東、中丸、前方、相ノ沢、荒谷、湯舟、面白遅根

第４分団 １部 大字北作地内、大字簗沢地内
２部 大字畑谷地内

第５分団

１部 大字根際地内
２部 大字大塚地内
３部 大字要害地内、下原
４部 近江地内

第６分団

１部 仲町、大手町、上裏小路、下裏小路、東館、西館
２部 鍛冶町２、新町１～３、清水町
３部 大門１～７、大門東光台
４部 本町、駅前、前小路、田小路、鍛冶町

現体制

《
問
合
せ
》

防
災
対
策
課　

防
災
減
災
推
進
係

☎
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６
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７
）
１
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９

町
消
防
団
の
体
制
が
変
わ
り
ま
す

令
和
３
年
４
月
か
ら

分団名 部 名 区 分

第１分団
１部 長嶋１～３、沢寺、田中、南町１～３、緑ケ丘２～６、大字三河尻地内
２部 東町、東高楯、高楯1～2、西高楯、芦沢、弾正淵
３部 前ノ内、西町、北ノ宿、上野、上宿、上田小路

第２分団
１部 橋本、学校前、久保、南組、北組、鬼ノ目、蓮台寺、熊沢、宿、諏訪、上

道、荒宿、杉下、東、中丸、前方、相ノ沢、荒谷、湯舟、面白遅根
２部 西之表、天神
３部 大字北作地内、大字簗沢地内、大字畑谷地内

第３分団

１部 大字根際地内
２部 大字大塚地内
３部 大字要害地内、下原
４部 近江地内

第４分団
１部 仲町、大手町、上裏小路、下裏小路、東館、西館、本町、駅前、前小路、

田小路、鍛冶町
２部 鍛冶町２、新町１～３、清水町
３部 大門１～７、大門東光台

変更箇所を太字で示しています。
本団、本部、女性消防隊は変更ありません。

新体制

　近年全国で災害が多発し
ており、当町では、令和２
年７月豪雨により、深刻な
被害が発生しました。被災
されたみなさまに謹んでお
見舞いを申し上げ、一日も
早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。
　さて、平成23年に山形市へ消防事務が委託され、
消防団の活動内容が大きく変化しました。また、
人口減少や少子高齢化などの社会環境の変化に伴
い、消防団の置かれている環境も大きく変化して
います。
　このたび、起こりうる災害に迅速かつ効果的に
活動できる体制を整えるため、消防団再編を行い
ます。管轄する区域が変わっても、伝統ある山辺
町消防団は、変わらず町民のみなさまの安寧を守
るため活動していきますので、ご理解とご支援を、
よろしくお願いします。

消防団長あいさつ

菅井康博団長（宿）

▲�春季消防演習での新入団員に
よる基本訓練披露

戸締り用心

火の用心！

▲�春季消防演習での本部
ラッパ隊による吹奏

◀�女性消防隊による防火
啓発活動

町
消
防
団
の
体
制
が
変
わ
り
ま
す


